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368名の学生が
ASEAN訪問 

実施した交流プログラムの概要 
～文理融合教育とグローバル人材養成～ 

文理融合教育 

教材開発 

授業開発 
ASEAN諸国 
高校での 
科学授業 

1ターム（長期休暇） 

グローバルジャパンカリキュラム(最大１０単位) 
 ・授業研究 
 ・外国語特別研究 
 ・アウトリーチ活動 等 

教育系 理系 

先端科学に基づく 

プレゼン能力養成 
 

いつでも・どこでも 
伝える力 

アクティブ・ 
ラーニング 

グローバル 
対応力 

工学、理学 
園芸学、 
看護学等 

教育学的知見 
+科学トピック 

48名 48名 

96名/年 

看護 教育 

ASEAN大学 
留学生受入 協働 

教育 

工学 ASEAN留学生 

理学 

2ターム 

科学・技術文化を通じてASEANの若者に日本を伝える 

海外 
派遣 

異文化理解 



ＡＳＥＡＮ留学生による日本でのツインクル活動 

ASEAN連携大学 

千葉大学生 

児童・生徒 
・科学活動支援 
・グローバル教育 
・科学文化交流 

ASEAN 
大学生 

グローバル人材養成力強化 

千葉県下の 
学校訪問 

MIS 
附属幼小中 
連携高校 

246名を受入 

協働 



実績 

H24 H25 H26 H27 H28 

派遣学生数 
3か月未満 39 76 82 90 79 

3か月以上 ０ ０ ０ ０ ０ 

受入学生数 
3か月未満 ０  83 67 59 36 

3か月以上 ０ ０ ０ ０ ０ 

( H28年12月15日現在。予定数含む。 ） 



実績 派遣368名、受入れ246名 

合計14,000人のＡＳＥＡＮの生徒が授業を受講 



質の保証を伴った交流枠組み（相互単位認定、共
同学位プログラム等）の形成 

‣グローバルジャパンカリキュラム 
千葉大学の学生及びASEAN留学生の双方が受講。単位取得可能。 
 
‣「トライアル」「ショート」「ロング」 
単位相互認定に向けた多様なプログラム 
 
‣ジョイントスーパービジョン 
本学及び受入先大学の双方向からの学生支援・指導・評価。 
 
→新しい仕組みの立ち上げ「ショートコース」科学実験学習コース 

乗り越えなければならなかった課題 
・授業期間のずれ 
・単位の考え方（授業時間、内容 ） 
  

＊ 

＊TWINCLEは全学レベルでの文系、理系をあわせた学部横断型交流であるため 
  専門分野間での学習内容の差が大きく、 
  連携大学全体の合意形成が困難であった 



質の保証を伴った交流枠組み（相互単位認定、共
同学位プログラム等）の形成 

「トライアル」 

「ショート」 

「ロング」 

グローバルジャパンカリキュラムでの認定 

千葉大学認定単位の相互認定 

修士課程でのジョイントスーパービジョン、学位取得 

修士論文を基にした国際誌投稿および掲載 



プログラム参加後の学生のフォローアップ・出口対策 

体制 
・学務に関する専門職員（アマヌエンシス）の配置と 
 学生への総合的サポートの実施 
 
SNS（Facebook、Line等)を活用した 学生交流・情報交換 
・友好関係を維持 
・ツインクルOB・OGとこれからの参加学生をつなぐコミュニティｰ 
 
成果報告会の開催 
・連携大学および高校教員を交えた成果報告会による活動の振り返りと強化 
 



プログラム参加後の学生のフォローアップ・出口対策 

修了報告会 

→派遣学生によるポスターセッション 



情報の発信・成果の普及 
http://www.twincle.jp/ 

参加者インタビュー動画集 

活動報告書（2012～2016） 



情報の発信・成果の普及 

国際シンポジウム開催 論文および学会等発表 

・科学教育研究（in press 1報，投稿中1報） 
・千葉大学教育学部研究紀要（5報） 
 

・東アジア科学教育学会「EASE」(2015,2016) 
・日本科学教育学会(2014,2015,2016） 
 

・グローバル人材養成シンポジウム2013 
・静電気学会（招待講演）2013 
・中央大学シンポジウム2015 
・海外で学ぶ人／働く人の安全・健康支援講演会2016 

メディア発表 

日経新聞、サンデ－毎日、讀賣新聞、AERA(朝日新聞出版)、
文教ニュース 
 
インドネシア デンパサール新聞 

2014,2015,2016 



今後の展開 

プログラム対象地域の拡大（MOU, MOAの締結） 
・ASEANでの拡大 
  フィリピン、ラオス等 
・ASEANからの拡大 
  台湾  
 
プログラム内容の拡大 
・現職教員向けプログラムの開発（日本で、ASEANで） 
・サマープログラム開発（シヨートコース発展形） 
 
資金獲得 
・自己資金（SEED基金等学内資金の獲得） 
・他プログラムとの連携（さくらサイエンスプラン等との連携） 
 
千葉大学の目指すもの  
 ＞教育研究を中心とした共同研究活動の拡大 
 ＞今後の研究活動の拠点となる 
  アジア・アセアン教育研究センター設立へ準備 



 ASEAN教員用 
日本式科学教育の 
研修プログラム 

千葉大学が主導する理系グローバル人材の養成力強化 

学
校 
教
員 

次世代科学者 
育成プログラム 

 
科研費 

基盤(B),(C)等 

高校生 
中学生 
小学生 

理系 
グローバル 
人材養成 

ツインクル 
プログラム 

 

大学の世界展開力強化 

 
 

 

教育系+理系 

① 
④ 

⑤ 

早期からの 
理系エリート 
人材養成 

グローバルな視点を持った 
教員の養成 

教育現場の 
グローバル化に対応する 

現職教員への教育プログラム 
② 

高大 
接続 

大学教育再生 
加速プログラム 

AP 進 
学 

大 
学 
院 
・ 
研 
修 

逆ツインクル 

千葉大学教育GP 

グローバル
能力開発 

小中高校生への取り組み 教員への取り組み 

③ 

⑥ 

⑤ 

⑥ 

大学院、基盤（A） 
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